
　
ベ
ネ
ッ
セ
ｉ
─
キ
ャ
リ
ア
が
実
施
し
た

「
企
業
の
『
新
卒
採
用
動
向
』
に
お
け
る
調

査
２
０
２
５
」
と
「
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
学
生
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
お
け
る
調
査

２
０
２
４
」
に
よ
る
と
、
採
用
に
あ
た
っ
て
企

業
が
評
価
す
る
力（
前
者
の
調
査
が
対
象
）と
、

大
学
が
評
価
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
力

（
後
者
の
調
査
が
対
象
）
は
、
い
ず
れ
も
１
位

が
「
人
柄
・
性
格
」、
２
位
が
「
自
社
（
志
望

企
業
）へ
の
熱
意
」、３
位
が「
汎
用
的
ス
キ
ル
」

と
、
上
位
３
つ
が
一
致
し
た
（
図
１
）。
１
位

の「
人
柄・性
格
」は
、主
体
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復
力
）
な
ど
、

職
場
の
多
様
な
人
々
と
協
働
し
、
困
難
を
乗
り

越
え
て
成
果
を
出
す
上
で
重
要
と
な
る
非
認

知
能
力
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　
非
認
知
能
力
は
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
や

様
々
な
経
験
、
そ
の
振
り
返
り
な
ど
を
通
し
て

育
ま
れ
る
側
面
が
大
き
い
。
そ
う
し
た
力
を
育

む
機
会
の
１
つ
と
し
て
近
年
、
各
大
学
が
力
を

入
れ
て
い
る
の
が
、
企
業
と
連
携
し
て
課
題
解

決
や
製
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
「
課
題
解
決

型
学
習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
＊
１
））」
だ
。
文
部
科
学

省
の
「
令
和
５
年
度
の
大
学
に
お
け
る
教
育

内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、

教
育
課
程
内
で
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
実
施
す
る
大
学
は

約
45
％
に
上
る
。
多
様
な
他
者
と
か
か
わ
り
な

が
ら
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
答
え
が
１
つ
で
は
な

い
問
い
に
挑
む
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
実
施
は
、
学
生
の
主

体
性
と
協
働
性
な
ど
を
育
む
と
と
も
に
、
大
学

が
社
会
と
の
接
続
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
の

表
れ
と
も
言
え
る
。

　
認
知
能
力
と
非
認
知
能
力
は
独
立
し
た
も

の
で
は
な
く
、
相
互
に
影
響
し
合
う
関
係
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
課
題
に
粘

り
強
く
取
り
組
む
忍
耐
力
や
「
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
い
う
意
欲
、
計
画
に
基
づ
い
て

集
中
し
て
取
り
組
む
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

と
い
っ
た
非
認
知
能
力
は
、
学
習
を
継
続
さ

せ
、
認
知
能
力
を
高
め
て
い
く
上
で
の
支
え
と

な
る
。
一
方
、
学
習
を
通
し
て
「
分
か
っ
た
」

「
で
き
た
」
と
い
う
実
感
を
得
た
り
、
自
ら
考

え
て
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
経
験
が
、
自
己

肯
定
感
や
主
体
性
な
ど
の
非
認
知
能
力
を
育

む
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
認
知
能
力
と

非
認
知
能
力
は
、
学
び
の
中
で
相
互
に
作
用
し

な
が
ら
育
ま
れ
て
い
く
も
の
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
非
認
知
能
力
の
重
要
性
と
、
非
認
知
能
力
と

認
知
能
力
の
相
互
に
影
響
し
合
う
関
係
を
踏

ま
え
れ
ば
、
両
者
を
一
体
的
に
育
む
教
育
は
、

大
学
だ
け
で
は
な
く
、
中
学
校
や
高
校
、
専
門

学
校
な
ど
、
様
々
な
教
育
段
階
で
今
後
一
層

重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
ペ
ー

ジ
か
ら
は
、
非
認
知
能
力
と
認
知
能
力
を
密
接

に
関
連
し
て
い
る
も
の
と
捉
え
、
両
者
を
中
学

校
や
高
校
の
段
階
か
ら
中
長
期
的
な
視
点
で

育
成
し
て
い
る
先
進
事
例
を
紹
介
す
る
。

＊１　Problem Based LearningあるいはProject Based Learningの略。

非
認
知
能
力

社会の変化に対応する人材の育成に向

けて、大学や専門学校では新たな教育

プログラムや入試改革が進んでいる。本

コーナーでは、今後の教育において重要

なキーワードについて、高校と大学・専

門学校・社会の接続の視点で考えていく。

社専大高
接続の視点で考える

シリーズ

ベネッセ教育情報センター

キーワード

社
会
が
求
め
、大
学
が
重
視
す
る
「
非
認
知
能
力
」

企業における「選考基準」と大学の「学生を評価してほしい観点」図１

企業
# 項目 割合

1 人柄や性格 59.5%

2 自社への熱意 43.5%

3 汎用的スキル
（思考力 , 問題解決力等）

42.6%

4 採用ポジションへの適性 40.3%

5 専門的スキル 32.3%

大学
# 項目 割合

1 人柄や性格 92.8%

2 志望企業への熱意 70.0%

3 汎用的スキル（思考力等の
問題を解決する力）

66.4%

4 正課外の経験 43.3%

5 スキル、資格以外の大学・
大学院で身につけた専門性

39.7%

※出典　ベネッセ i- キャリア「大学キャリアセンターの「学生キャリア支援」における調査 2024」
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創
立
１
４
０
年
の
伝
統
を
誇
る
宮
城
県
・
私

立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校
は
２
０
２
２
年

度
、
教
育
内
容
を
大
き
く
見
直
す
学
校
改
革
に

着
手
し
た
。「
多
様
な
人
々
と
の
協
働
が
一
層

求
め
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
見

据
え
、
本
校
で
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
う
べ
き

か
、
全
教
職
員
で
話
し
合
い
を
重
ね
た
」
と
、

当
時
の
様
子
を
帆ほ

足あ
し

直な
お

治じ

校
長
は
振
り
返
る
。

　「
話
し
合
い
の
結
果
、
中
学
校
、
高
校
は
も

ち
ろ
ん
、
大
学
や
社
会
で
も
学
び
続
け
ら
れ
る

人
に
な
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
で

重
視
し
て
き
た
学
力
だ
け
を
追
求
す
る
の
で

は
な
く
、
中
学
・
高
校
の
段
階
で
多
様
な
人
々

と
協
働
し
、
自
ら
問
い
を
立
て
て
そ
の
解
決
を

目
指
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
も
必
要
だ
と
い
う
共
通
理
解
が

生
ま
れ
ま
し
た
」

　
同
校
の
教
職
員
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
重
視
し

て
き
た
学
力
で
あ
る
認
知
能
力
と
、
他
者
と
協

働
し
た
り
、
自
ら
問
い
を
立
て
た
り
す
る
力
、

い
わ
ゆ
る
非
認
知
能
力
は
、
相
互
に
高
め
合
う

も
の
で
あ
り
、
生
徒
に
と
っ
て
車
の
両
輪
の
よ

う
な
不
可
分
な
も
の
と
捉
え
た
。
そ
し
て
認
知

能
力
と
非
認
知
能
力
を
中
高
６
年
間
で
ど
の
よ

う
に
育
成
し
て
い
く
の
か
、
議
論
を
続
け
た
。

　「
未
来
学
力
（
＊
２
）
は
ど
の
よ
う
な
力
で

構
成
さ
れ
、
日
々
の
授
業
や
特
別
活
動
な
ど
で

ど
の
よ
う
に
育
成
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
授

業
や
学
校
行
事
を
ど
の
よ
う
に
改
善
す
れ
ば
、

そ
れ
ら
の
力
の
育
成
が
促
進
さ
れ
る
の
か
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
」（
髙
橋
裕
一
教
頭
）

　
議
論
を
経
て
、
未
来
学
力
は
「
多
様
性
」
を

尊
重
す
る
姿
勢
、「
主
体
性
」、「
創
造
性
」
で

構
成
さ
れ
る
資
質
・
能
力
で
あ
る
と
定
義
さ

れ
、
そ
の
育
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
図
２
）。
以
来
、
教
師
が
チ
ー
ム
で
取
り
組
む

「
教
わ
る
授
業
」
か
ら
「
学
ぶ
授
業
」
へ
の
授

業
改
善
、
生
徒
に
よ
る
意
思
決
定
を
尊
重
す
る

部
活
動
改
革
、
生
徒
主
体
の
学
校
行
事
の
運
営

な
ど
、
未
来
学
力
の
育
成
に
向
け
た
施
策
を
打

ち
出
し
て
き
た
。
未
来
学
力
の
育
成
の
場
と
し

て
中
で
も
重
視
し
て
い
る
の
が
、
大
学
と
連
携

し
た
探
究
学
習
だ
。

　
同
校
の
総
合
的
な
探
究
（
学
習
）
の
時
間
で

は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
Ｅ
Ｓ
Ｄ

で
あ
る
「
３
Ｌ
希
望
学
」
を
中
高
6
年
間
で
展

開
し
て
い
る
が
、
26
年
度
か
ら
は
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
の
活
用
を
重
視
し
、
東
北
学
院
大
学
か

ら
約
40
人
の
教
員
を
生
徒
の
相
談
役
と
し
て

迎
え
、中
高
大
連
携
の
探
究
学
習
を
行
う
よ
う
、

再
整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
23
年
度
か

ら
東
北
学
院
大
学
と
連
携
し
て
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
入
門
塾
」

で
は
、
高
校
生
が
大
学
生
と
と
も
に
、
地
域
課

題
に
つ
い
て
大
学
教
員
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
探
究
す
る
。
異
年
齢
の
仲
間
や
地
域
の
多
様
＊２　東北学院中学校・高校が定義する、「多様性」「主体性」「創造性」の3要素で構成され、認知能力と非認知能力をともに高めて育む資質・能力のこと。

進
路
部
長

小
黒
智
之 

お
ぐ
ろ
・
と
も
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
29
年
目
。
英
語

科
。

教
育
研
究
部
長

武
田
　誠 

た
け
だ
・
ま
こ
と

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
英
語

科
。

校
長帆足

直
治 

ほ
あ
し
・
な
お
じ

同
校
に
赴
任
し
て
38
年
目
。

教
頭髙橋

裕
一 

た
か
は
し
・
ゆ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
32
年
目
。

認知能力と非認知能力をともに高めて育む「未来学力」図２

育
成
を
目
指
す
「
未
来
学
力
」を
定
義
し
、

教
育
活
動
の
改
善
と
成
果
検
証
に
取
り
組
む

宮
城
県
・
私
立
東
北
学
院
中
学
校
・
高
校

学校事例非
認
知
能
力
を
育
成
す
る

学
校
の
新
し
い
あ
り
方
を
追
求

設
立
　
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
中
学
校
約
１
８
０
人
・
高
校

約
３
６
０
人
（
い
ず
れ
も
１
学
年
）

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、

北
海
道
大
、
東
北
大
、
宮
城
教
育
大
、
山
形
大
、
福

島
大
、
埼
玉
大
、
東
京
科
学
大
、
宮
城
大
な
ど
に
78

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
上
智
大
、
慶
應
義
塾
大
、

中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
立
教
大
、
早
稲

田
大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
４
２
７
人
が
合
格
。

学校概要

※学校資料をそのまま掲載。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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な
人
た
ち
と
の
協
働
を
通
じ
て
、
創
造
性
や
思

考
力
を
高
め
て
い
く
。

　「
３
Ｌ
希
望
学
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
入
門
塾
の
い
ず
れ
に
も
、
教
室
で
は
体
験
で

き
な
い
学
び
が
多
く
あ
り
ま
す
。
多
様
な
人
た

ち
と
か
か
わ
り
な
が
ら
生
徒
た
ち
が
未
来
学

力
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
す
」（
教
育
研
究
部
長
・
武
田
誠
先
生
）

　
大
学
や
実
社
会
と
連
携
し
た
学
び
の
質
を

高
め
る
た
め
に
、
同
校
で
は
探
究
学
習
に
関
連

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
企
業
訪
問
、
地
域

の
行
事
へ
の
参
加
を
今
ま
で
以
上
に
推
進
す

る
予
定
だ
。

　
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
未
来
学
力
と

　「
私
た
ち
教
師
が
生
徒
の
未
来
学
力
を
育
成

す
る
た
め
に
は
、
本
校
の
生
徒
が
ど
の
よ
う
な

非
認
知
能
力
が
高
く
、
ど
の
よ
う
な
非
認
知
能

力
に
伸
び
し
ろ
が
あ
る
の
か
を
把
握
し
、
自
分

の
担
当
す
る
授
業
や
活
動
を
具
体
的
に
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
徒
、
教
師
双

方
に
と
っ
て
、
非
認
知
能
力
の
育
成
状
況
の
可

視
化
の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま
し
た
」（
帆

足
校
長
）

　
26
年
7
月
に
は
「G

PS-Academ
ic

」
の

受
験
結
果
を
基
に
し
た
研
修
会
を
開
催
。
全
教

師
が
参
加
し
、「G

PS-Academ
ic

」
で
測
定

す
る
17
の
指
標
を
、
未
来
学
力
を
構
成
す
る

「
多
様
性
」
を
尊
重
す
る
姿
勢
、「
主
体
性
」、「
創

造
性
」
に
紐
づ
け
（
図
３
）、
学
年
・
コ
ー
ス

ご
と
に
生
徒
の
特
徴
を
分
析
し
た
。
教
師
か
ら

は
、「
未
来
学
力
は
中
長
期
的
に
育
む
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
周
囲
の
意
見
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
深
め
る
時
間

を
、
授
業
に
お
い
て
継
続
的
に
確
保
し
て
い
き

た
い
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。

　「
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
の
た
め
に
、
今

後
は
『G

PS-Academ
ic

』
の
結
果
を
踏
ま

え
た
面
談
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
教
師

が
『G

PS-Academ
ic

』
で
生
徒
を
多
角
的

に
見
取
り
、
未
来
学
力
の
向
上
が
確
か
め
ら
れ

れ
ば
、
成
績
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
生
徒
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
生
徒
の
学
び
の
意
欲
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」（
進
路
部
長・

小
黒
智
之
先
生
）

　
未
来
学
力
を
育
む
た
め
の
教
育
環
境
を
充

実
す
べ
く
、
高
大
連
携
も
進
め
て
い
く
考
え

だ
。
既
に
「G

PS-Academ
ic

」
を
導
入
し

て
い
る
東
北
学
院
大
学
と
連
携
し
、
中
学
・
高

校
か
ら
大
学
ま
で
の
生
徒
の
非
認
知
能
力
の

変
化
を
継
続
し
て
把
握
し
、
そ
れ
を
大
学
で
の

学
修
計
画
な
ど
に
生
か
す
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
25
年
度
に
は
、
東
北

学
院
大
学
と
東
北
学
院
高
校
、
東
北
学
院
榴

つ
つ
じ

ケが

岡お
か

高
校
が
連
携
し
た
「
中
高
大
一
貫
教
育

事
業
」
の
一
環
と
し
て
、「G

PS-Academ
ic

」

を
活
用
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
強
み

を
将
来
の
学
び
や
進
路
に
ど
う
生
か
す
か
を

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
東
北
学
院

大
学
の
教
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ

て
、
高
校
生
に
大
学
進
学
か
ら
大
学
卒
業
後
ま

で
を
見
据
え
た
長
期
的
な
成
長
イ
メ
ー
ジ
を

描
か
せ
る
機
会
も
設
け
た
。

　「
卒
業
生
に
対
し
て
、
本
校
で
身
に
つ
け
た

資
質
・
能
力
の
う
ち
、
大
学
や
社
会
で
特
に
役

立
っ
て
い
る
資
質
・
能
力
や
周
囲
の
人
よ
り
も

秀
で
て
い
る
と
思
え
る
資
質
・
能
力
な
ど
に
つ

い
て
尋
ね
る
追
跡
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
ま
す
。
卒
業
生
か
ら
も
本
校
の
教
育

に
対
す
る
振
り
返
り
を
得
な
が
ら
、
中
学
校
や

高
校
だ
け
で
な
く
、
大
学
や
社
会
で
も
必
要
と

な
る
非
認
知
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
中
・
高
・
大
を
接
続
し
た
非
認
知
能

力
の
育
成
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
土
台
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
帆
足
校
長
）

し
て
定
義
し
、
そ
の
育
成
の
た
め
の
教
育
活
動

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
同
校
は
、
そ
の
成
果
を

検
証
す
る
た
め
に
、「G

PS-Academ
ic

（
＊

３
）」
を
中
学
・
高
校
の
全
学
年
で
導
入
し
た
。

　「
未
来
学
力
の
育
成
の
視
点
で
生
徒
を
見
た

時
、
確
か
に
成
長
し
て
い
る
と
い
う
手
応
え
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
数
値
化
で
き
れ

ば
、
教
師
も
生
徒
も
学
校
が
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
よ
り
認
識
し
や
す
く
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
意
識
や
行
動
の
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
考
え
、『G

PS-Academ
ic

』
を
導
入
し

ま
し
た
」（
帆
足
校
長
）

　
生
徒
が
未
来
学
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に

は
、
教
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
タ
ス
ク
を
こ
な
す

よ
う
な
学
び
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
分
に
は
ど

の
よ
う
な
非
認
知
能
力
が
不
足
し
て
い
る
の

か
を
自
覚
し
、
主
体
的
に
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
だ
と
帆
足
校
長
は
考
え
る
。

＊3　ベネッセが提供する、「思考力」「姿勢・態度」「経験」の３つの観点から、問題発見・解決する力を測定し、生徒一人ひとりの「強み」を明らかにするアセスメント。

多
様
性

主
体
性

創
造
性

「G
PS-Academ

ic

」
で
計
測
す
る
指
標

批判的思考力

協働的思考力 ○

創造的思考力 ◎

感情の制御 ○

立ち直りの早さ ○

状況に応じ冷静に対応する ○

自ら先頭に立って進める ◎

未知のものに挑戦する ○

粘り強くやり抜く ○

相手の立場に立とうとする ◎

他者と関わろうとする積極性 ○

多様性を受容する経験 ◎

関係性を築く経験

議論する経験

課題を設定する経験 ○ ◎

解決策を立案する経験 ○

実行・検証する経験 ◎

※学校資料を基に編集部で作成。

育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
を

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
可
視
化

「GPS-Academic」による
「未来学力」の可視化

図３
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　学校事例としてご紹介した東北学院中学校・高校は、

2022 年度に行った学校改革の中で、育成を目指す資質・

能力を「未来学力」と定義し、従来から重視していた学

力である認知能力に加え、非認知能力を中高６年間で育

成する方針を掲げました。そこで注目すべきは、非認知

能力は認知能力に取って代わるものではなく、両者が相

互に作用しながら育まれるという点です。

　東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子

どもの生活と学びに関する親子調査 2023-2025」によ

ると、高校生のいずれの学年においても、非認知能力で

ある「粘り強さ」「挑戦心」の高い生徒ほど、認知能力

が比較的問われるテストの成績が高くなる結果が見られ

ました。（図１）

　現在、審議まとめの段階にある次期学習指導要領では、

「主体的・対話的で深い学び」の実現を通じて、自らの

人生を舵取りする力と、民主的で持続可能な社会の創り

手を育成するために、「『好き』（興味・関心）を育み、『得

意』を伸ばす」ことと「当事者意識を持って、自分の意

見を形成し、対話と合意ができる」ことが有機的にかか

わり合い、両輪として高まっていく

教育課程の実現を目指すことにな

る見通しです。そこでポイントと

なるのは、探究の原動力となる「好き」や「当事者意識」

と、それを深い思考や表現へとつなげる「得意」や「知

識・技能」が別個のものではなく、相互に支え合う関係

にある点です。そのように、認知能力と非認知能力を相

互に関連づけながら育んでいく視点が、今後の高×大・

専・社接続の核となるのではないでしょうか。

　また、年内入試による大学入学者が増加する中、私は

２つの空白期間に注目しています。

　１つめは、年内入試合格後から高校卒業までの期間で

す。その期間に大学側が合格者に対して事前課題を出し

たり、学習ツールを提供したりする「入学前教育」は一

般的になりました。大学入学前に進路決定者が主体的な

課題学習や準備に取り組むことは、進路決定後の学習意

欲や自己調整力（非認知能力）の低下を防ぎ、大学での

学びにスムーズに入っていくために必要な知識・思考力

（認知能力）を定着・維持させることにつながります。

　２つめは、高校時代に高まった探究に対する意欲が教

養科目中心の大学１年次の学びの中で分断されがちな

「探究の空白期間」です。近年増えつつある高校在学中

に参加できる大学の探究プログラム（名古屋大学理学部・

総合型選抜、九州大学・総合型選抜「次世代研究者発掘

入試」など）や早期探究型の入試制度は、高校で培った

挑戦心や当事者意識を途切れさせず、大学での高度な専

門知の獲得へと引き上げる役割を果たします。 そのよ

うに、２つの空白期間を「認知能力と非認知能力の相互

作用を持続させる期間」と捉え直すことで、校種間連携

の新たな可能性が開かれるのではないでしょうか。

　以上のような点からも「高×大・専・社接続」の重要

性は今後ますます高まっていくと考えられます。次号の

本コーナーもぜひご期待ください。
＊出典　東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子どもの生
活と学びに関する親子調査 2023 ─ 2025」

※「粘り強さ」は「一度決めたことは最後までやり遂げる姿勢」、「挑戦心」
は「難しいことや新しいことにいつも挑戦したい姿勢」を示す。
※数値は相関係数。いずれも統計的に有意であった。

いずれの学年でも、非認知能力である「粘り強さ」「挑戦心」の
高い生徒ほど、成績が高くなる結果が見られた。

成績

成績

成績

成績

成績

成績

0.145

0.139

0.222

0.174

0.220

0.185

３年生２年生１年生

成績と
粘り強さの
関係

成績と
挑戦心の
関係

粘り強さ

挑戦心

粘り強さ

挑戦心

粘り強さ

挑戦心

今後の高×大・専・社の接続に向けて学校に求められること

（株）ベネッセコーポレーション 
学校カンパニー 教育情報センター長　

渡辺健太　わたなべ・けんた

中長期的な視点で
認知能力と非認知能力を相互に高める

高校生における非認知能力と認知力の関係図1

今回のテーマに関する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧ください。
2024年８月号　「見えない力」を言語化すると、生徒の意識や行動が変わる
▶https://benesse-hs.jp/sv2dc

関連記事はこちら！
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